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究結果を得ることができた。本論文の内容はすでに国際的な学術誌である Applied Spectroscopy と Journal of 
Applied Phycology にそれぞれ筆頭著者として論文１報ずつを発表している。また、国際学会で本論文の内容
を、主著者として５回ポスター発表している。審査委員は本論文の内容を中心に面接審査と公開の論文発表
会を行い、著者が論文内容と用いた技法について充分な理解とともに関連する分野についても学識を有し、
また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認した。英語能力に関しては、博士課程期間中の
指導教員との議論、全ての審査過程はもとより、著者自ら英語で論文執筆を行い、国際会議で発表しており、
充分であると判定した。以上より、審査委員会は本論文の著者が博士（理学）甲号の学位を授与されるに足
る充分な資格を有するものと判定した。
